
１ 環境影響評価について 【令和２年１月～２月頃】

・環境影響評価の調査項目、調査対象範囲の検討

・建設予定地及びその周辺における希少野生動植物（固有種等）の生息情報等

２ 上水道整備の支援について 【令和２年４月頃】

・建設予定地周辺における上水道整備の支援対象範囲の検討

（加茂地区全域で実施中の井戸状況調査・水質検査結果の考察）

３ 建設予定地の地下の空洞対策について 【令和２年４月頃】

・地質調査（電気探査やボーリング調査）で得られたデータの解読

・仮に空洞が発見された場合の対策工の必要性･妥当性、工事施工の可否に係る技

術的助言等

４ 新たな施設の諸元・構造について 【令和２年４月以降、適宜】

（１）処分場の埋立容量、形状、寸法

（２）各施設の配置計画（雨水調整池の考え方・規模等も含む）

（３）廃棄物の搬入・受入方法（受入から埋立までの手順、覆土）

（４）処分場の遮水構造（遮水工の種類、組み合わせ）

（５）処分場内の散水システム、散水量

（６）浸出水処理施設（処理能力、処理方式、調整槽容量）

（７）漏水検知システムの導入検討

（８）処分場の被覆施設（屋根）の構造・方式

（９）各施設の耐震強度 等

５ 施設の運用について 【建設工事着工後（令和３年度以降）】

・搬入される各廃棄物の埋立時の注意、禁忌、配置計画

⇒ マニュアル化して取りまとめ

６ その他

資料４

施設整備専門委員会においてご検討をお願いしたい事項
※今後の調査、設計の進捗状況によって、変更となったり、追加をお願いすることもあります。


